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剤の安定供給を確保する必要がある.

このため,採血事業者及び製造業者は,採血から製造及び供給に至るすべての

段階において-事業の最大限の効率化及び合理化を図ることが必要であるD

また- 国は,国内自給を推進するに当たって,採血事業者,製造販売業者等,

患者又はその家族,医療関係者,献血者等血液事業に関わる者の意見を十分踏ま

えるとともに,遣伝子組換えアルブミン製剤の開発及び承認後の供給状況並びに

国内の献血に由来する血液製剤及び輸入される血液製剤の供給をめぐる動向等

も十分に考慮するものとするo

3 医療関係者等に対する啓発等

国ー地方公共団体及び採血事業者ー製造販売業者等は,医療関係者及び患者に対

し-国内の献血により得られた血液に由来する製剤の意義についての啓発に取り組

む必要があるo

医療関係者においてはl献血により確保されている血液製剤に関して,患者-の

分かりやすい情報提供に努めることが重要であるo

4 適正使用の推進

免疫グロブリン製剤の使用量は近年やや増加傾向にあるが-今後,適切かつ適

正な使用の推進が求められるo

アルブミン製剤の使用量は,適正使用の推進の結果として-減少傾向にあるも

のの,引き続き適正使用が図られる必要があるo

医療機関においては-血液製剤の適正使用の-層の推進に努めることが,アル

ブミン製剤等の国内自給を推進する方策としても重要であるo
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- 基本的な考え方

国,地方公共団体,採血事業者,献血推進協議会,民間の献血推進組織等は,

本方針及び献血推進計画を踏まえ,協力して-相互扶助及び博愛の精神に基づきl

献血推進運動を展開する必要があるoまたlその際には1献血について国民に正

確な情報を伝え,その理解と協力を得る必要がある.

今後の人口動態を考慮すると-献血可能人口が減少すると推定されていること

から,献血につt,1ての理解を広め-献血者を増やすため-幼少期も含めた若年層

を中心に普及.啓発を-層推進する必要がある.

また1四00ミリリットル全血採血及び成分採血は,献血量を確保しやすくな

るとともに,感染症等のリスクを低減させるなどの利点があるため,今後も- -

層の普及が必要であるo

なお-献血者の理解を深めるためには-血液製剤の使用状況に関する情報提供


